
 

石巻市震災伝承検討委員会 

御意見・御質問への回答について 

 

御意見・御質問 事務局回答 

【要望】 

住民感情には十分配慮して議論を進め、結論を

出していただきたい。 

市民はもちろん、特に将来にわたって遺構の近

隣に住む住民には、十分納得して理解してもらえ

るような形の結論を出す責任がある。 

市民の皆様の想いには十分に配慮しながら結

論を出していくことが不可欠であると認識して

おります。 

 その上で、震災遺構としての保存を決定する過

程における説明をしっかりと行っていかなけれ

ばならないと考えております。 

【質問】 

① 気仙沼の共徳丸をめぐって地元住民の感情、

遺族感情をどう把握しているか。 

 

 津波に流された共徳丸は、その巨大で強固な船

体により、周辺の家屋や車両を呑み込み、被害拡

大化の一因になったと伺っています。 

多くの地元住民は、あの船さえ流れてこなけれ

ば、との想いを強く抱いていたものと推察いたし

ます。 

② 南三陸町の庁舎に関して地元住民の感情、遺

族感情、町長以下生き残った人々の心情を、ど

う把握しているか。 

 

 報道等を通じて関係者の方々のお姿を見るた

びに胸に熱く込み上げるものがあります。 

 町として解体の決定を行いましたが、現在は県

知事の意向により、再検討が行われていますの

で、今後の動向を見守っていきたいと考えており

ます。 

③ 門脇小学校をめぐって 

 ア．どのような経過で惨事がおこったか 

 イ．地元住民の感情をどう把握しているか 

 ウ．特に、焼死した犠牲者の遺族の感情はどの

ようなものか 

 エ．門脇小学校を震災遺構として残す場合、そ

の意義は何か、教訓をどう説明するのか。 

 オ．現在は、居住可能区域内に建っている。良

好な居住環境をどう保障するのか。 

ア）津波で流された車両やプロパンガス等により

引火し、火災を巻き起こしたものと認識してい

ます。 

イ）区画整理事業の説明会等の場で、様々な御意

見を頂戴しております。 

ウ）あの場に近づきたくない、見るのもつらいと

いう方もいらっしゃると伺っています。 

エ）震災伝承検討委員会での議論を尊重したいと

考えております。 

オ）仮に現地保存となる場合については、区画整

理担当課と調整し、植栽の配置など、環境面に

配慮した検討が必要になると思います。 

 

 


